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　府内の自殺者数は１９９８年以降毎年６００人前後で推移していましたが、昨年は４６４人と１５年ぶりに５００人
を下回り、自殺死亡率（人口１０万人当たりの自殺者数）は１７．６と全国で極めて低い水準にあります。しかしなが
ら、毎日一人以上の人が自ら命を絶たれており、依然として高い水準であることには変わりありません。
　こうした中、京都府では、死にたいほどの悩みを抱える人のための相談窓口として、自殺ストップセンターを開設
しています。
　うつ病、多重債務、生活苦、介護疲れ等、相談内容により、専門家の対応が必要な場合は、精神科医、弁護士、
司法書士、臨床心理士、精神保健福祉士等の専門家がチーム（いのちのサポートチーム）として対応し、問題解
決を目指します。
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第
二
次
世
界
大
戦
中
、
大
本
営
発
表
と
り
わ
け
日
本
軍
、
玉
碎

の
お
り
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
さ
か
ん
に
前
奏
曲
と
し
て
使
わ
れ
た

の
が
〝
海
行
か
ば
〞
の
歌
曲
で
あ
る
。

※

舒
明
天
皇
の
代
（
六
二
九

－

六
四
一
）
に
、
百
済
の
義
慈
王
の

子
で
あ
る
豊ほ

う
し
ょ
う璋と
善
光
（
禅
広
と
も
書
く
）
が
倭
国
に
渡
来
し
た
と

伝
え
る
が
、
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
六
六
〇
年
に
百
済
が
滅

び
、
百
済
の
復
興
を
め
ざ
し
た
遺
臣
た
ち
は
王
子
豊
璋
を
国
王
と
す

る
た
め
に
そ
の
帰
国
を
求
め
た
。
再
建
さ
れ
た
か
に
み
え
た
百
済
王

朝
で
は
内
紛
が
お
こ
り
、
六
六
三
年
の
八
月
二
十
七
日
の
白
村
江

（
錦
江
）
の
戦
い
で
敗
北
し
、
豊
璋
は
高
句
麗
へ
逃
亡
し
た
。

倭
国
に
と
ど
ま
っ
た
王
子
善
光
は
持
統
朝
に
百
済
王
を
名
乗
る

こ
と
を
許
さ
れ
て
、
以
来
そ
の
後
裔
は
百
済
王
氏
と
な
る
。
そ
の

善
光
の
曽
孫
が
有
名
な
百
済
王
敬き

ょ
う
ふ
く
福
で
あ
っ
た
。

天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
の
二
月
二
十
一
日
、
当
時
陸
奥
守

で
あ
っ
た
敬
福
が
、
東
大
寺
大
仏
完
成
の
た
め
不
可
欠
で
あ
っ
た

黄
金
を
少お

だ田
郡
内
で
堀
り
だ
し
た
と
の
報
告
が
朝
廷
に
届
い
た
。

敬
福
は
総
計
で
九
百
両
と
な
る
黄
金
を
献
上
し
た
が
、
同
年
の
四

月
一
日
、
聖
武
天
皇
は
そ
の
喜
び
を
、
大
仏
の
前
殿
で
大
仏
に
奏

上
す
る
。
そ
の
宣せ

ん
み
ょ
う命に
は「
此
の
大
倭
国
は
天
地
開
闢
よ
り
以
来
、

黄
金
は
人ひ

と
く
に国
（
他
国
）
よ
り
献
る
言こ
と

は
あ
れ
ど
も
、
此
の
地
に
は

無
き
物
と
念お

も

へ
る
に
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
か
に
天
皇
が
感

動
し
た
か
を
有
力
に
物
語
る
。

そ
の
吉
報
は
全
国
各
地
へ
と
伝
達
さ
れ
た
。
時
に
越
中
守
で

あ
っ
た
大
伴
家
持
が
『
万
葉
集
』
に
「
陸
奥
国
に
金こ

が
ねを
出い

だ
す
詔

書
を
賀ほ

ぐ
」
長
歌
を
収
め
て
い
る
。（
四
〇
九
四
）。
そ
の
「
長
歌
」

の
な
か
に

◆
歴
史
随
想
―
69

〝
海
行
か
ば
〞
の
由
来

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

上
田　

正
昭
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〝
海
行
か
ば　

水み

漬づ

く
屍か
ば
ね　

山
行
か
ば　

草
生む

す
屍　

大お
お
き
み君

の　

辺へ

に
こ
そ
死
な
め　

顧か
へ
りみ
は
せ
じ
と
言こ
と

立だ

て
〞

と
歌
い
こ
ん
だ
。

こ
の
黄
金
献
上
の
詔
書
（
宣
命
）
を
賀
ぐ
歌
を
、
家
持
が
詠よ

む

き
っ
か
け
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
百
済
王
族
の
子
孫
で
あ
る
百
済
敬
福

が
黄
金
を
発
見
し
て
献
上
し
た
こ
と
に
あ
る
。
百
済
系
渡
来
人
と

〝
海
行
か
ば
〞
が
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
さ
か
ん
に
放
送
さ
れ
た
歌
曲
が
〝
海
行

か
ば
〞
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
〝
海
行
か
ば
〞
の
作
曲
を
、
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
国
民
精
神
総
動
員
週
間
の
ラ
ジ
オ
番
組
の

た
め
に
、
日
本
放
送
協
会
の
小
野
賢
一
郎
文
芸
部
長
に
委
嘱
し
、
信の

ぶ

時と
き

潔き
よ
しが
作
曲
し
た
。

初
演
奏
は
同
年
十
月
二
十
二
日
で
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
た
国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
の
結
成
式
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
同
年
の
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
は
、
国
民
歌
謡
と
し
て
放

送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
楽
譜
は
、「
栄
養
と
育
児
の
会
」（
わ

か
も
と
製
薬
株
式
会
社
の
前
身
）
が
組
織
し
た
教
育
資
料
会
に

よ
っ
て
同
年
十
一
月
に
出
版
さ
れ
、
全
国
の
小
学
校
に
無
料
配
付

さ
れ
た
。〝
海
行
か
ば
〞
が
大
本
営
の
発
表
と
く
に
日
本
軍
の
玉

碎
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
の
前
奏
曲
と
し
て
放
送
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
三
月
六
日
午
後
五

時
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
で
あ
っ
た
。※

歴
史
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
の
史
実
を
単
純
に
暗
記
す

る
こ
と
だ
と
錯
覚
し
て
い
る
人
び
と
が
今
も
な
お
多
い
。
イ
タ
リ

ア
の
歴
史
学
者
・
哲
学
者
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た
、ベ
ネ
デ
ッ

ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
、『
歴
史
叙
述
の
理
論
及
び
歴
史
』
の
冒
頭

の
部
分
で
、

「
歴
史
と
は
生
き
た
歴
史
で
あ
り
、
年
代
記
録
と
は
死
ん
だ

歴
史
で
あ
る
。
歴
史
と
は
現
在
的
歴
史
で
あ
り
、
記
録
と
は

過
去
の
歴
史
で
あ
る
。」
と

明
言
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
想
起
す
る
。
歴
史
に
学
ぶ
と
い

う
こ
と
は
、た
ん
に
過
去
を
知
る
こ
と
の
み
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

過
去
に
学
ん
で
現
在
を
し
っ
か
り
と
み
き
わ
め
、
た
し
か
な
未
来

の
展
望
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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２
０
１
３
年
３
月
８
日
、
京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
に
お
い
て
、
国
際
女
性
デ
ー
記
念
「
人
権
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

国
際
化
時
代
の
家
族
の
あ
り
方
」
が
開
催
さ
れ

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、
公
益
財
団
法
人
世
界
人
権
問
題
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
第
４
部
の
谷
口
真
由
美
部
長
（
大
阪
国
際
大
学
准

教
授
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、斧
出
節
子
先
生
（
セ
ン
タ
ー

嘱
託
研
究
員
、
京
都
華
頂
大
学
教
授
）、
安
里
和
晃
先
生
（
同
上
、

京
都
大
学
特
定
准
教
授
）、マ
ー
サ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
先
生（
同

上
、
同
志
社
大
学
准
教
授
）、
福
嶋
由
里
子
（
セ
ン
タ
ー
専
任
研

究
員
）
の
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆
パ
ネ
ル
報
告

ま
ず
、
斧
出
先
生
か
ら
「
家
族
責
任
と
性
別
分
業
―
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
め
ざ
し
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
家
族

の
生
活
時
間
と
性
別
役
割
意
識
の
関
係
性
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

日
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
共
働
き
世
帯
に
お
い
て
も
、
家
事
や

育
児
と
い
っ
た
無
償
労
働
の
主
な
任
い
手
は
妻
で
あ
る
こ
と
、
一
週

間
の
労
働
時
間
が
４
９
時
間
以
上
の
長
時
間
労
働
者
の
割
合
が
高

い
こ
と
、
時
間
あ
た
り
の
生
産
性
が
低
い
こ
と
、
労
働
時
間
が
短
縮

さ
れ
ず
平
日
の
余
暇
時
間
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら

れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、
家
族
生
活
に
お
け
る
性
別
役
割

を
固
定
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第

１
５
６
号
「
家
族
的
責
任
を
有
す
る
男
女
労
働
者
の
機
会
及
び
待

遇
の
均
等
に
関
す
る
条
約
」
や
第
１
６
５
号
勧
告
、
ま
た
内
閣
府

が
策
定
し
た
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
憲
章
」
等
に
沿
っ
て
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

安
里
先
生
か
ら
は
、「
国
際
的
な
人
の
移
動
と
家
族
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
人
口
転
換
期
に
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
国
際
結

婚
の
傾
向
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

高
齢
化
が
進
む
ア
ジ
ア
諸
国
の
特
徴
と
し
て
は
、
低
所
得
の
中

高
年
男
性
が
、
家
事
や
介
護
の
担
い
手
を
得
る
た
め
に
国
際
結
婚

す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
や
、
外
国
人
配
偶
者
や
そ
の
子
ど
も
た
ち

の
社
会
適
用
に
関
す
る
問
題
が
各
国
で
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
取
組
み
の
例
と
し

て
、
韓
国
の
結
婚
移
民
家
族
に
対
す
る
支
援
策
が
紹
介
さ
れ
た
。

日
本
に
つ
い
て
は
、
他
の
高

齢
化
が
進
む
ア
ジ
ア
諸
国
と
同

様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
政
府

は
外
国
人
支
援
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
懸
念
し
、
支
援
策
を
導
入
す

る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
後
は
日
本
に
お

い
て
も
、
外
国
人
を
社
会
コ
ス

ト
の
要
因
で
は
な
く
、
社
会
発

展
を
導
く
潜
在
能
力
を
持
つ
も

の
と
し
て
捉
え
直
し
、
体
系
的

な
支
援
策
を
導
入
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

国
際
女
性
デ
ー
記
念

　
「
人
権
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　
　
　

国
際
化
時
代
の
家
族
の
あ
り
方
」　



5

GLOBE No. 73  2013  spring

メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
先
生
か
ら
は
「
多
文
化
家
族
と
社
会
福
祉

実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
理
念
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

多
様
な
文
化
背
景
を
持
つ
人
々
が
住
む
ハ
ワ
イ
で
は
、
支
援
に

携
わ
る
各
専
門
職
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、D

iversity

（
多
様
性
）、

A
nti-discrim

ination

（
反
差
別
）、E

m
pow

erm
ent

（
当
事
者
の

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
）、Strength

（
当
事
者
の
強
み
）
が
重
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
福
祉
教
育
に
お
い
て
は
、C

ultural 
C

om
petence

（
文
化
を
理
解
す
る
能
力
）
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

①
文
化
の
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
、
②
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
自

身
の
文
化
と
そ
の
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
、
③
自
分
の
差
別
感
や

自
文
化
中
心
主
義
を
認
識
す
る
こ
と
、
④
他
の
文
化
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
、
⑤
当
事
者
の

文
化
に
つ
い
て
知
識
を
得
る

こ
と
、
⑥
援
助
や
介
入
に
は

上
記
の
知
識
や
理
解
を
持
っ

て
行
う
こ
と
、
の
重
要
性
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養
成

教
育
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災

後
の
外
国
人
被
災
者
の
状
況

等
が
紹
介
さ
れ
、
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
人
々
が
増
え
る
日

本
に
お
い
て
、
支
援
の
現
場
に

お
け
るC

ultural C
om

petence

が
今
後
益
々
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

福
嶋
専
任
研
究
員
か
ら
は
「
国
際
結
婚
家
族
と
外
国
人
女
性
に

対
す
る
暴
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
外
国
人
女
性
に
対
す
る
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ
Ｖ
と
す
る
。）
の
現

状
や
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

外
国
人
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
文
化
的
背

景
を
理
解
し
多
言
語
で
対
応
で
き
る
支
援
者
が
少
な
い
こ
と
、
在

留
資
格
の
問
題
に
よ
り
相
談
を
躊
躇
す
る
被
害
者
が
い
る
こ
と
、

国
際
結
婚
斡
旋
業
者
を
通
じ
て
過
疎
地
の
男
性
と
結
婚
を
し
た
外

国
人
女
性
た
ち
が
、
支
援
か
ら
孤
立
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
正
入
管
法
の
在
留
資
格
取
消
制
度
や
外

国
人
住
民
基
本
台
帳
制
度
に
よ
る
、
非
正
規
滞
在
者
に
対
す
る
影

響
に
つ
い
て
も
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

今
後
の
取
組
み
と
し
て
は
、
多
言
語
に
よ
る
支
援
体
制
の
拡
充

や
、
被
害
者
に
配
慮
し
た
在
留
資
格
制
度
の
運
用
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
は
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
基
づ
き
議
論

が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
内
閣
府
「
男
女
共
同
参

画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
い
て
、「
夫
は
外
で
働
き
、

妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
賛
成
す
る
者
が

五
割
以
上
と
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
性
別
役

割
意
識
の
根
強
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
日
本
が
人
口
転
換
期
を
乗
り
越

え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
的
な
性
別

役
割
規
範
を
補
強
し
て
い
る
社
会
制
度
を
見
直
し
、
性
別
や
国
籍

に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
制
度

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
第
四
部
専
任
研
究
員　

福
嶋　

由
里
子
）
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平
成
23
年
12
月
21
日
に
、
ニ
シ
ゴ
リ
ラ
の
雌
の
「
ゲ
ン
キ
」
と

雄
の
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
の
間
に
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
雄
で
、
公
募
で
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
母
親
の
「
ゲ
ン
キ
」
は
、
日
本
で
初
め
て
生
ま
れ
た

「
マ
ッ
ク
」
と
「
ヒ
ロ
ミ
」
と
の
間
に
、
第
2
子
と
し
て
誕
生
し
、

父
親
の
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
は
恩
賜
上
野
動
物
園
生
ま
れ
で
す
。
日

本
の
動
物
園
で
生
ま
れ
た
両
親
を
持
つ
ニ
シ
ゴ
リ
ラ
の
誕
生
は
日

本
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
本
園
で
は
「
ゲ
ン
キ
」
が
誕
生
し
て

以
来
、
25
年
ぶ
り
4
例
目
、
国
内
で
は
11
例
目
と
な
り
ま
す
。

「
ゲ
ン
キ
」
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
出
産
だ
っ
た
の
で
、
万
が

一
に
備
え
、
出
産
兆
候
が
見
ら
れ
て
か
ら
は
交
替
で
観
察
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
21
日
の
午
前
0
時
21
分
に
無
事
出
産
、
64
時
間
後

に
よ
う
や
く
授
乳
行
動
も
確
認
で
き
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
生
後
5
日
目
の
12
月
25
日
に
急
激
に

衰
弱
し
た
た
め
、
取
り
上
げ
て
治
療
を
行
い
ま
し
た
。
幸
い
命
は

取
り
留
め
ま
し
た
が
、
母
乳
が
不
足
し
て
い
る
か
全
く
出
て
い
な

い
可
能
性
が
高
く
、
人
の
手
で
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
工
哺
育
で
育
つ
と
、
自
分
を
ゴ
リ
ラ
だ
と
認
識
で
き
ず
に
、

群
れ
社
会
に
な
じ
め
な
い
可
能
性
が
高
く
、
高
度
な
社
会
生
活
を

営
む
ゴ
リ
ラ
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
不
幸
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ゴ
リ
ラ
と
し
て
生
育
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
ゴ
リ
ラ
の
も
と
に
戻
す
こ
と
と
し
、
こ
の
取
組
を
バ
ト

ン
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付
け
ま
し
た
。

目
が
見
え
始
め
た
2
月
初
め
か
ら
、
柵
越
し
に
両
親
と
の
面
会

を
始
め
ま
し
た
。「
ゲ
ン
キ
」
は
、
そ
っ
と
優
し
く
触
っ
た
り
、

舐
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
母
親
と
し
て
子
供
を
返
し
て
ほ
し
い

と
い
う
強
い
欲
求
で
は
な
く
、
母
性
と
し
て
の
優
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
父
親「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」も
、や
さ
し
く
声
を
か
け
た
り
、そ
っ

と
触
れ
る
等
、
と
も
に
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
に
対
し
て
親
和
的
に
接

し
て
い
ま
し
た
。

類
人
猿
舎
の
環
境
に
な
ら
す
た
め
に
、
5
月
7
日
か
ら
は
両
親

が
い
な
い
時
間
帯
に
寝
室
で
、
6
月
14
日
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

飼
育
員
と
過
ご
す
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
8
月
10
日
か
ら
は
寝
室

　

バ
ト
ン
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

ヒ
ト
か
ら
ゴ
リ
ラ
へ

京
都
市
動
物
園

種
の
保
存
展
示
課
長　

　
　

坂
本　

英
房
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間
で
「
ゲ
ン
キ
」
と
檻
越
し
の
見
合
い
を
始
め
、
10
月
9
日
か
ら

は
、
戻
し
た
後
に
外
か
ら
授
乳
が
で
き
る
よ
う
に
檻
越
し
の
哺
乳

や
給
餌
の
練
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
後
10
箇
月
以
上
経
過
し
、「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
が
自

力
で
固
形
物
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ル
ク
へ
の
依
存
度
が

減
っ
て
い
る
こ
と
、母
親
「
ゲ
ン
キ
」
と
の
お
見
合
い
の
中
で
は
、

「
ゲ
ン
キ
」
が
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
を
ゴ
リ
ラ
の
子
ど
も
と
し
て
認

識
し
、
親
和
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
居
を
始

め
る
の
に
最
適
な
時
期
と
判
断
し
、
11
月
5
日
に
同
居
を
始
め

ま
し
た
。「
ゲ
ン
キ
」
と
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
を
仕
切
る
扉
を
開
け

る
担
当
者
の
手
は
震
え
た
と
言
い
ま
す
。
最
初
は
お
互
い
に
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
翌
朝
に
は
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
が
笑
い
な

が
ら
母
親
の
手
を
た
た
い
て
遊
ぶ
行
動
が
観
察
さ
れ
、
日
毎
に

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」

は
、「
ゲ
ン
キ
」
が
食
べ
て
い
る
も
の
に
興
味
を
示
し
、
同
じ
も

の
を
食
べ
よ
う
と
す
る
行
動
や
、
不
安
な
時
に
は
腕
や
胸
に
し

が
み
つ
く
行
動
が
観
察
さ
れ
る
等
「
ゲ
ン
キ
」
に
対
す
る
信
頼

感
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
ゲ
ン
キ
」
は
、「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」

を
抱
き
上
げ
る
、
抱
え
て
移
動
す
る
、
胸
に
抱
い
て
寝
る
等
、

保
護
的
な
行
動
が
観
察
さ
れ
、
相
互
に
愛
着
が
形
成
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
10
日
か
ら
は
父
親
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
と
も
同
居
を
開
始
し
、

ゴ
リ
ラ
と
し
て
生
育
す
る
条
件
は
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十

数
年
後
に
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
が
父
親
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
達
せ
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

面
会
に
連
れ
て
行
っ
た
時
の
様
子
や
同
居
を
開
始
し
た
当
初
の

様
子
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
ゲ
ン
キ
」
は
「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
の
こ
と

を
自
分
の
子
供
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、「
ゲ
ン
タ
ロ
ウ
」
に
強
い
関
心
を
持
ち
育
児

を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

と
お
し
て
、
ゴ
リ
ラ
が
自
分
の
子
ど
も
と
い
う
認
識
が
な
く
て
も

育
児
を
す
る
母
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ヒ
ト
ほ
ど
他
者
に
関
心
を
持
ち
、
困
っ
て
い
れ
ば
助
け
よ
う
と
す

る
存
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
他
者
へ
の
思
い
や
り
が
、
差

別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ニ
シ
ゴ
リ
ラ
の
生
息
数
は
約
10
万
頭
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
を
絶
滅
の
ふ
ち
に
追
い
や
っ
た
の
は
、
私
た
ち
ヒ
ト

に
他
な
り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
ヒ
ト
だ

け
で
す
。
ニ
シ
ゴ
リ
ラ
は
、
私
た
ち
と
共
通
の
祖
先
を
持
ち
、
同

じ
ヒ
ト
科
に
分
類
さ
れ
る
動
物
で
す
。
同
じ
時
代
を
生
き
共
通
の

祖
先
を
持
つ
仲
間
を
思
い
や
る
ヒ
ト
の
可
能
性
を
信
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。
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前
回
に
見
た
と
お
り
、
辛
亥
革
命
を
機
に
ロ
シ
ア
に
接
近
し
、

中
国
か
ら
の
独
立
を
は
か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
動
き
は
、
一
九
一
七

年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
挫
折
し
、
中
華
民
国
は
自
ら
の
宗
主
権
下
に

外
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
を
認
め
た
「
キ
ャ
フ
タ
協
定
」
を
無
視
し

て
、
自
治
の
形
骸
化
を
企
て
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
革
命

の
影
響
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
は
一
九
二
〇
年
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
民

党
」
を
結
成
し
、
翌
二
一
年
に
は
活
仏
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
を
元
首

と
仰
ぐ
モ
ン
ゴ
ル
人
民
臨
時
政
府
を
樹
立
し
、
こ
の
政
権
は
ソ
連

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
か
れ
ら
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に

よ
り
誕
生
し
た
ソ
連
政
府
の
支
援
の
も
と
、
民
族
解
放
と
並
ん
で

社
会
改
革
を
も
目
指
し
、
活
仏
を
頂
点
と
す
る
ラ
マ
教
・
王
公
勢

力
や
漢
族
系
商
人
な
ど
旧
勢
力
の
特
権
を
削
減
す
る
政
策
を
打
ち

出
し
ま
す
。
そ
し
て
一
九
二
四
年
、当
時
の
活
仏
が
死
去
す
る
と
、

人
民
政
府
は
活
仏
元
首
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
し
て
国
号
を
「
モ

ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
」
と
改
め
、「
封
建
社
会
」
か
ら
「
資
本
主

義
社
会
」
を
経
る
こ
と
な
く
「
社
会
主
義
社
会
」
へ
移
行
す
る
独

自
の
国
家
路
線
を
選
択
し
、
最
初
の
憲
法
を
採
択
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
一
九
二
九
年
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
は
「
モ
ン
ゴ
ル
人
民

革
命
党
」
と
名
を
改
め
、
反
封
建
闘
争
の
一
環
と
し
て
王
公
・
ラ

マ
教
寺
院
の
財
産
を
没
収
し
特
権
を
剥
奪
し
ま
す
。ま
た
三
〇
年
、

党
大
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
遊
牧
民
の
集
団
化
と
農
民
へ
の
一
部

転
換
、
中
央
消
費
者
組
合
に
よ
る
国
内
商
業
の
独
占
、
反
宗
教

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
促
進
し
ま
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
急
激

な
改
革
は
モ
ン
ゴ
ル
社
会
内
部
に
緊
張
を
も
た
ら
し
、
生
産
性
の

低
下
を
招
い
た
た
め
、
三
二
年
に
は
、
よ
り
現
実
的
な
段
階
的
社

会
主
義
建
設
路
線
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
方

で
三
〇
年
代
後
半
に
は
、ソ
連
に
お
け
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
」

に
影
響
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
で
も
多
く
の
人
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
族

シ
リ
ー
ズ　

国
際
人
権
・
随
想
41

ア
ジ
ア
諸
国
と
人
権
（
そ
の
三
三
）

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

安
藤　

仁
介
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主
義
者
」
と
し
て
粛
清
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
四
〇
年

に
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
が
す
で
に
社
会
主
義
の
建
設
段

階
へ
移
行
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
は
世
界
で
二
番
目
の
社
会
主
義
国
家
と

し
て
、
文
字
ど
お
り
ソ
連
を
モ
デ
ル
と
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会

体
制
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
三
八
年
の
日
中

戦
争
以
後
は
、
日
本
か
ら
の
侵
略
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
本
格
的

な
社
会
主
義
体
制
の
建
設
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の
敗
戦
後
、
中
国
大

陸
で
は
国
民
党
軍
と
共
産
軍
の
戦
い
が
再
開
さ
れ
、
こ
れ
を
制
し

た
後
者
は
一
九
四
九
年
、
北
京
に
「
中
華
人
民
共
和
国
」
政
府
の

樹
立
を
宣
言
し
ま
す
。こ
の
間
四
五
年
に
は
ヤ
ル
タ
協
定
に
よ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
の
現
状
維
持
が
米
・
英
両
国
に
認
め
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル

で
は
独
立
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
台

湾
に
追
い
込
ま
れ
た
中
華
民
国
は
五
三
年
に
モ
ン
ゴ
ル
の
承
認
を

取
消
し
、
か
わ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
関

係
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
六
〇
年
代
に
入
っ
て
中
ソ
対

立
が
徐
々
に
顕
在
化
し
て
以
降
も
、
モ
ン
ゴ
ル
は
ソ
連
支
持
の
立

場
を
堅
持
し
、
こ
の
状
態
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
倒
壊
に
象
徴
さ
れ
る

社
会
主
義
の
終
焉
ま
で
続
い
た
の
で
す
。

私
は
一
九
九
二
年
、「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る

国
際
規
約
」
に
基
づ
く
モ
ン
ゴ
ル
の
第
三
回
政
府
報
告
書
の
審
査

に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
報
告
書
は
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
、
モ
ン
ゴ

ル
代
表
団
も
ロ
シ
ア
語
で
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
折
、
代
表

団
の
一
人
が
私
の
と
こ
ろ
へ
来
て
「
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
の
国
は

ソ
連
を
モ
デ
ル
に
運
営
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
社
会
主
義
の
崩

壊
を
受
け
て
、
今
後
そ
れ
に
代
わ
る
モ
デ
ル
を
ど
こ
に
求
め
る
べ

き
か
、
悩
ん
で
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
は
騎
馬
や
酪
農
に
代
表
さ
れ

る
伝
統
文
化
が
あ
り
、
豊
か
な
生
態
系
や
天
然
資
源
は
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
国
家
の
発
展
と
国
民
の
福
祉
実
現
の
た
め
に
ど
の
よ
う

に
活
用
す
べ
き
か
を
巡
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
混
迷
の
模
索
の
最
中

に
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私

は
「
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
違
い
す
ぎ
る
が
、
日
本
の
近
代
化
過
程

の
経
験
の
な
か
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
参
考
に
な
る
点
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
」と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、あ
ま
り
お
役
に
立
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
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先
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
人
権
と
民

主
主
義
に
関
す
る
日
欧
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
街
は
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
小
都
市
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
裁
判
所
や
欧
州
評
議
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
意
味

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
街
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
日
欧
の
間
に
お
い
て
、
共
通
で
普
遍
的
な
人
権
と
民
主
主

義
の
価
値
を
共
有
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
主
題
で
し
た
。

人
権
思
想
の
ル
ー
ツ
は
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
り
ま
す
が
、

私
は
一
九
世
紀
の
後
半
よ
り
、
日
本
に
人
権
思
想
が
移
植
さ
れ
て

以
後
、
一
五
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
西
欧
的
な

起
源
を
有
す
る
人
権
思
想
が
育
ま
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
今
な
お
日
欧
間
に
お
い
て
認
識
を
異
に
し
て
い
る

の
が
死
刑
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

死
刑
の
存
廃
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
種
々
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り

様
々
で
す
。
死
刑
を
肯
定
す
る
理
由
と
し
て
は
、
応
報
（
つ
ま
り

目
に
は
目
を
）
と
い
う
刑
罰
思
想
、死
刑
の
持
つ
犯
罪
予
防
効
果
、

被
害
者
又
は
遺
族
の
感
情
、
そ
れ
に
最
終
的
に
は
世
論
の
支
持
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
死
刑
廃
止
論
と
し
て
は
、
誤
っ
た
判

決
（
誤
判
）
の
お
そ
れ
、
犯
罪
者
に
も
更
生
の
機
会
を
認
め
る
べ

き
こ
と
、
国
際
社
会
の
死
刑
廃
止
の
動
き
、
死
刑
の
残
虐
刑
と
し

て
の
性
格
な
ど
が
主
な
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
主
と
し
て
冤
（
え
ん
）
罪
に
よ
る
誤
判
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
死
刑
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
も
う
二
〇

年
以
上
前
の
こ
と
で
す
が
、
石
井
さ
ん
と
い
う
元
死
刑
囚
の
方
に

話
を
聞
い
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
石
井
さ
ん
は
、
福
岡
県

で
殺
人
事
件
の
被
告
人
と
し
て
共
犯
者
と
と
も
に
起
訴
さ
れ
、
最

高
裁
で
死
刑
が
確
定
し
た
の
で
す
が
、
正
当
防
衛
に
よ
る
無
罪
を

主
張
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
熊
本
県
玉
名
市
に
お
寺
の
ご
住
職

で
冤
罪
救
援
運
動
に
携
わ
っ
て
い
た
古
川
泰
龍
さ
ん
と
い
う
方
が

い
ま
し
た
。
古
川
さ
ん
の
救
援
運
動
が
功
を
奏
し
て
、
石
井
さ
ん

は
恩
赦
に
よ
り
無
期
刑
に
減
刑
さ
れ
、
最
終
的
に
は
四
二
年
間
拘

禁
さ
れ
た
後
に
仮
釈
放
が
叶
い
、
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
共
犯
と
さ
れ
た
方
は
石
井
さ
ん
の
無
期

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

中
央
大
学
大
学
院
教
授

　
　

北
村　

泰
三

　

死
刑
を
め
ぐ
る

　

死
刑
を
め
ぐ
る

日
欧
の
認
識
の
違
い　
　

日
欧
の
認
識
の
違
い　
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減
刑
の
日
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。
共
犯
者
の
一
方
が

釈
放
、他
方
は
死
刑
。こ
の
違
い
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

所
詮
、
裁
判
と
は
い
っ
て
も
、
全
知
全
能
の
神
が
行
う
訳
で
は

な
い
の
で
誤
判
は
あ
り
う
る
と
開
き
直
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
今
日
、
犯
罪
捜
査
で
は
科
学
捜
査
が
徹
底
し
、
有
力
な

証
拠
と
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
絶

対
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
利
事
件
や
東
電
女
性
社
員
殺
害
事
件

な
ど
の
再
審
無
罪
事
件
が
続
き
ま
し
た
。
今
な
お
袴
田
巌
さ
ん
の

よ
う
に
冤
罪
を
訴
え
て
い
る
死
刑
囚
も
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
で
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
除
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

四
七
か
国
は
、
す
べ
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
九
五
〇
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
採
択
さ
れ
た
時
に
は
、

死
刑
を
め
ぐ
る
各
国
の
立
場
は
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、

一
九
八
六
年
に
は
、
軍
法
上
の
犯
罪
を
例
外
と
し
て
普
通
の
刑
法

犯
に
関
し
て
は
死
刑
を
廃
止
す
る
第
六
議
定
書
を
採
択
し
、

二
〇
〇
三
年
に
は
全
面
的
な
死
刑
廃
止
を
掲
げ
る
第
一
三
議
定
書

が
発
効
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
死
刑
廃
止
地

帯
と
な
っ
た
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
一
致
し
て
死
刑
廃
止
に
踏
み
切
っ
た
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
死
刑
を
廃
止
し
た
理
由

と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
観
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
死
刑
廃
止
の
背

景
に
は
、
各
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ド
イ
ツ

で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
歴
史
を
踏
ま
え

て
一
九
四
九
年
に
死
刑
廃
止
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
大
統
領
選
挙
の
公
約
に
よ
り
一
九
八
一
年
に
死
刑
を
廃
止
し

ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
冤
罪
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
て
段
階
的
に
死
刑
廃
止
の
動
き
を
た
ど
り
、
最
終

的
に
は
一
九
九
八
年
に
全
廃
し
ま
し
た
。
東
欧
諸
国
で
は
、
冷
戦

の
終
焉
以
後
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
民
主
化
の
流
れ
の

中
で
死
刑
を
廃
止
し
た
国
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
事
情
を
踏
ま
え
て
死
刑
廃
止
に
至
っ
た
と
言
え
ま
す
。
国

連
で
は
、
一
九
八
九
年
に
死
刑
廃
止
を
締
約
国
に
義
務
づ
け
る
自

由
権
規
約
第
二
選
択
議
定
書
を
採
択
し
ま
し
た
。
最
近
、
ア
ジ
ア

諸
国
で
も
イ
ス
ラ
ム
系
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
も
こ
の
議
定
書
を
批
准
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
裁
判
員
裁
判
が
導
入
さ
れ
て
三
年
が
た
ち
ま
す
。

私
た
ち
が
、
裁
判
に
お
い
て
判
決
に
加
わ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
訳

で
す
か
ら
、
日
本
と
い
う
国
に
お
い
て
本
当
に
死
刑
と
い
う
刑
罰

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
一
人
一
人
が
よ
く
考
え
て
お
く
べ
き
問

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
古
川
泰
龍
さ
ん
の
著
書
『
叫
び
た
し
満
寒
月
の
割
れ
る

ほ
ど
―
冤
罪
死
刑
囚
と
歩
む
半
生
』（
法
藏
館
、
平
成
三
年
）
を

参
考
と
し
て
挙
げ
て
お
き
ま
す
。
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宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
二
月
二
十
日
〜
四
月

二
一
日
ま
で
、『
た
お
や
か
な
る
源
氏
物
語
の
世
界
』
と
い
う
、

染
色
作
家
の
京
友
禅
の
作
品
の
展
覧
会
を
開
催
中
で
あ
る
。

こ
の
「
た
お
や
か
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
。
な
ん
と
な
く
分
か
る
け
れ
ど
、
実

は
良
く
分
か
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
が
、
実
情
か
も
知
れ
な
い
。

「
た
お
や
か
」
の
意
味
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
も
っ
と
分
か
り
や
す

い
言
葉
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
ご
指
摘
を
受
け
た
り
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
担
当
者
と
し
て
は
、
ほ
か
の
表
現
、
類
義
語
で
は
、

な
に
か
違
和
感
を
覚
え
、
こ
の
「
た
お
や
か
」
に
こ
だ
わ
っ
て
み

た
か
っ
た
。

『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
に
よ
る
と
、

（1）
姿
や
形
な
ど
が
し
な
や
か
な
さ
ま
。
柔
ら
か
な
さ
ま
。
た
わ
や

か
。

（2）
も
の
ご
し
、
態
度
な
ど
が
も
の
や
わ
ら
か
な
さ
ま
。
ま
た
、
気

だ
て
や
性
質
が
、
し
っ
と
り
と
や
さ
し
い
さ
ま
。
お
だ
や
か
な

さ
ま
。
し
と
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
優
美
な
さ
ま
。

（3）
あ
だ
め
い
て
い
る
さ
ま
。

と
あ
る
。
た
だ
し
、
（3）
に
関
し
て
は
、
（1） 

（2）
か
ら
派
生
し
た
江

戸
時
代
あ
た
り
か
ら
の
用
例
の
よ
う
で
あ
る
。

「
た
お
や
か
」
の
語
源
は
、
鎌
倉
時
代
の
辞
書
『
名
語
記
』
に

よ
る
と
、「
た
は
は
」「
た
は
む
」
に
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
『
枕

草
子
』
六
七
段
草
の
花
の
な
か
に
は
、「
萩
、
い
と
色
ふ
か
う
、

枝
た
を
や
か
に
咲
き
た
る
が
、
朝
露
に
ぬ
れ
て
な
よ
な
よ
と
ひ
ろ

ご
り
ふ
し
た
る
」
と
あ
り
、
萩
の
花
が
色
づ
き
、
枝
も
し
な
や
か

に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、朝
露
を
含
ん
で
い
る
様
子
が
良
い
と
あ
る
。

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
藤
裏
葉
巻
に
は
、「
た
を
や
め
の
袖
に
ま

が
へ
る
藤
の
花
み
る
人
か
ら
や
色
も
ま
さ
ら
む
」
と
い
う
和
歌
が

あ
る
。
雲
井
雁
と
の
結
婚
が
許
さ
れ
た
夕
霧
を
囲
ん
で
の
藤
の
花

宴
の
席
上
で
、
雲
井
雁
の
兄
の
柏
木
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
妹
を

藤
の
花
に
た
と
え
、
そ
の
両
者
の
様
子
を
「
た
を
や
め
」
と
描
写

し
て
い
る
。

た
お
や
か
な
道
は
険
し
い

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員

　
　

家
塚　

智
子
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萩
の
花
、
藤
の
花
の
様
子
を
描
写
す
る
際
、
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
、
可
憐
で
あ
る
が
、
そ
の
し
な
や
か
な
様
子
な
ど
も
想
像
さ
せ

る
語
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
の
が
、『
源
氏
物
語
』

の
妙
で
あ
る
。
帚
木
巻
で
は
、「
あ
な
う
た
て
、
こ
の
人
の
た
を

や
か
な
ら
ま
し
か
ば
と
見
え
た
り
」
と
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う
発

言
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
る
。
光
源
氏
が
頭

中
将
た
ち
の
女
性
談
義
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
雨
の
夜
の
品
定
め

の
場
面
。
左
馬
頭
が
理
想
の
女
性
像
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
男
で
も
女
で
も
、
わ
ず
か
な
知
識
を
す
べ
て
ひ
け
ら
か

そ
う
と
す
る
の
は
、
た
い
そ
う
見
苦
し
い
。
何
事
に
つ
け
て
も
、

時
と
場
合
の
分
別
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、

気
取
っ
た
り
風
流
人
ぶ
っ
た
り
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
う
文
脈

の
な
か
で
、
女
同
士
の
手
紙
の
や
り
と
り
に
漢
字
を
埋
め
尽
く
す

よ
う
な
こ
と
は
野
暮
で
あ
り
、「
こ
の
人
の
た
を
や
か
な
ら
ま
し

か
ば
と
見
え
た
り
」
と
、
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

紫
式
部
自
身
も
才
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の

結
論
の
根
底
に
流
れ
る
、
あ
る
種
冷
や
や
か
な
作
者
の
視
線
を
意

識
せ
ざ
る
と
得
な
い
。
こ
う
し
た
紫
式
部
の
厳
し
い
目
は
、
自
身

の
日
記
『
紫
式
部
日
記
』
で
は
顕
著
に
な
る
。
自
分
は
「
一
」
と

い
う
漢
字
も
書
け
な
い
振
り
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
清
少
納

言
、
和
泉
式
部
の
天
真
爛
漫
・
天
衣
無
縫
ぶ
り
を
手
厳
し
く
非
難

す
る
。

「
こ
の
わ
た
り
に
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
、
藤
原
公
任
に
声
を

か
け
ら
れ
た
際
、
三
舟
の
誉
れ
高
い
公
任
も
『
源
氏
物
語
』
を
読

ん
で
い
る
と
喜
ぶ
の
で
も
な
く
、「
光
源
氏
が
い
な
い
の
に
、
ど

う
し
て
紫
の
上
が
い
る
の
か
」
と
反
論
す
る
の
で
も
な
く
、
几
帳

の
陰
で
た
だ
黙
っ
て
聞
き
流
し
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
、
紫
式
部
の

考
え
る
と
こ
ろ
の
「
た
お
や
か
さ
」
で
あ
ろ
う
。
単
に
、
物
腰
が

柔
ら
か
、
気
立
て
が
穏
や
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
内
面
的
に
は

芯
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
言
う
点
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
内
な

る
芯
の
強
さ
は
、
学
問
的
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
強
さ
と
理
解
で

き
よ
う
。

賀
茂
真
淵
が
、『
万
葉
集
』
の
歌
を
「
益
荒
男
振
り
」
と
し
て

称
賛
し
た
の
に
対
し
、『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
風
を
批
判
し
て
「
手

弱
女
振
り
」
と
評
価
し
た
の
と
は
、
す
こ
し
違
う
よ
う
で
あ
る
。

「
美
し
い
」
で
も
な
く
、「
し
な
や
か
」
で
も
な
く
、「
し
と
や
か
」

で
も
な
い
、「
た
お
や
か
」
さ
。
近
年
、
わ
か
り
や
す
さ
を
優
先

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
微
妙
な
意
味
合
い
を
も
つ
こ
と

ば
の
意
味
・
背
景
に
つ
い
て
、
考
え
直
し
て
み
る
の
も
一
興
で
あ

る
し
、
ゆ
た
か
な
表
現
、
美
し
い
こ
と
ば
を
上
手
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
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京
都
市
東
山
区
に
あ
る
「
耳
塚
」
と
通
称
さ
れ
て
き
た
文
禄
・

慶
長
役
（
壬
辰
倭
乱
）
に
か
か
わ
る
遺
物
が
「
耳
塚
」
で
は
な
く
、

実
は
「
鼻
塚
」
と
よ
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
年

の
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、学
会
で
は
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て
現
場
の
説
明
板
に
も
そ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
、
の
べ
ら

れ
て
い
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
は
、
戦
場
と
な
っ
た
朝

鮮
の
町
々
、
村
々
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
の
鼻
斬
り
を
、
戦
功
の
あ

か
し
と
せ
よ
、
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
な

の
は
、
現
在
、
日
本
各
地
か
ら
出
陣
し
た
大
名
家
の
史
料
や
、
そ

の
他
、
戦
場
で
軍
目
付
が
戦
場
で
の
鼻
数
の
記
録
で
あ
る
「
鼻
受

取
帳
」
の
存
在
で
あ
る
。「
耳
斬
り
」
を
命
じ
た
も
の
や
「
耳
受

取
帳
」
は
ひ
と
つ
も
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
か
ら
は
そ
の
被

害
の
対
象
が
朝
鮮
人
の
兵
士
だ
け
で
な
く
、
戦
場
近
辺
に
住
ん
で

い
た
民
衆
、
す
な
わ
ち
非
戦
闘
員
に
も
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
朝
鮮
側
の
史
料
で
も
こ
の
戦
争
の
あ
と
、
鼻

の
な
い
人
が
多
数
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。私
は
拙
著『
朝

鮮
通
信
使
と
壬
辰
倭
乱
』
の
な
か
で
一
章
を
も
う
け
て
「
鼻
塚
か

ら
耳
塚
へ
―
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
近
代
の
秀
吉
顕
彰
」を
論
じ
た
。

そ
の
中
で
私
は
秀
吉
の
戦
争
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
明
治
維
新
以

後
、
秀
吉
顕
彰
が
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
が
具
体
化
す
る
に
つ

れ
、
市
民
を
ま
き
こ
ん
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

と
り
わ
け
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
戦
間
期
の
一
八
九
八
（
明
治

31
）
年
の
４
月
20
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
「
豊
公
生
誕
三
百
年
祭
」

が
京
都
府
・
京
都
市
と
豊
国
会
が
主
と
な
っ
て
大
々
的
に
催
さ
れ

た
。
そ
の
と
き
、
現
存
す
る
塚
の
横
に
あ
る
妙
法
院
門
跡
村
田
寂

順
の
碑
文
（
現
在
は
碑
そ
の
も
の
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
）

に
よ
れ
ば
「
耳
塚
再
建
に
あ
た
っ
て
は
官
許
を
得
て
京
都
市
か
ら

若
干
の
給
金
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
塚
の

呼
称
は
建
立
直
後
の
江
戸
初
期
に
は
正
し
く
鼻
塚
と
よ
ば
れ
て
い

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
第
三
部
長

京
都
造
形
芸
術
大
学
客
員
教
授

　
　

仲
尾　
　

宏

　
　
「
鼻
塚（
耳
塚
）」の
建
造
と

　
　
　
　

明
治
の
再
修
造
の
推
移



15

GLOBE No. 73  2013  spring

た
も
の
が
、時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
「
耳
鼻
を
埋
め
た
も
の
」

に
か
わ
り
、
幕
末
期
に
は
殆
ど
の
文
献
で
「
耳
塚
」
と
記
録
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
式
典
で
も
妙
法
院
門
跡
が
導

師
と
な
っ
て
「
耳
塚
法
要
」
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、

塚
を
と
り
か
こ
む
柵
は
写
真
の
よ
う
に
木
柵
で
あ
っ
た
。
か
す
か

に
読
み
取
れ
る
施
主
の
名
は
「
樹
木
柵
一
式
寄
贈　

京
都
伏
見
勇

山
事　

小
畑
岩
治
郎
」
と
あ
る
。
こ
の
人
物
は
琴
秉
洞
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
元
力
士
で
当
代
の
名
だ
た
る
俠
客
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

だ
か
ら
「
豊
公
三
百
年
祭
」
や
「
耳
塚
法
要
」
は
こ
の
木
柵
の

前
で
こ
の
周
辺
を
会
場
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
盛
大
さ
は
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
で
う
か
が
わ
れ
る
が
、
ひ
と

つ
挙
げ
て
お
き
た
い
の
が
次
の
献
詠
で
あ
る
。

「
か
ら
国
の
こ
と
に
付
け
て
も
か
へ
す
が
へ
す　

君
い
ま
せ
は

と
い
は
ぬ
日
も
な
し
」（
詠
者
は
豊
国
会
委
員
総
代
の
一
人
・
和

田
義
質
）

ま
さ
し
く
、
朝
鮮
半
島
植
民
地
化
を
め
ざ
す
当
時
の
日
本
が
豊

臣
秀
吉
の
侵
略
を
「
皇
威
を
海
外
に
輝
か
し
た
偉
績
」
と
し
て
顕

彰
す
る
行
事
と
し
て
こ
の
「
三
百
年
祭
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ

く
分
か
る
一
首
で
あ
る
。
こ
の
木
柵
は
時
と
と
も
に
老
朽
化
し
た

の
で
１
９
１
５
（
大
正
５
）
年
に
再
び
勇
山
こ
と
小
畑
岩
治
郎
が

発
起
人
と
な
り
、「
太
閤
記
」
も
の
の
歌
舞
伎
な
ど
で
収
入
が
潤
っ

た
で
あ
ろ
う
役
者
た
ち
を
か
た
ら
っ
て
現
存
の
石
像
の
柵
に
と
り

か
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
現
在
も
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
韓
国
そ
の
他
の
外

国
人
が
参
観
に
訪
れ
る
「
鼻
塚
（
耳
塚
）」
も
秀
吉
時
代
の
旧
蹟
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
近
代
日
本
の
歴
史
を
物
語
る
生
き
証
人
で
も
あ
る
。

耳塚

明治 31年（1898）に行われた豊臣秀吉の
三百年祭に際し、周囲が整備された。国指
定史跡「方広寺石塁および石塔」の一部。

森安正編「絵はがきで見る京都」
―明治・大正・昭和初期―
（光村推古書院、92年 7月）
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ウ
ィ
ー
ン
か
ら
北
西
方
向
へ
ド
ナ
ウ
川
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

汽
車
で
30
分
ほ
ど
、
ト
ゥ
ル
ン
と
い
う
町
に
着
く
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
も
最
古
の
都
市
の
一
つ
で
あ
り
、
駅
舎
の
中
に
は
著
名

な
画
家
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
の
生
ま
れ
た
部
屋
が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ド
ナ
ウ
川
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
、

ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ
と
い
う
小
さ
な
町
に
着
く
。
こ
の
町
の

名
が
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
、
１
９
７
８
年
、

さ
ら
に
ド
ナ
ウ
川
を
歩
い
て
30
分
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
河
岸
に

建
設
さ
れ
た
、
原
発
の
稼
働
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
結
果
で
あ
っ

た
。
稼
働
ノ
ー
が
５
０
・
５
％
と
わ
ず
か
に
上
回
り
、
結
果
、
こ

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
初
の
原
発
の
稼
働
は
止
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
以
来
、
一
度
も
動
く
こ
と
な
く
、
完
成
当
時
の
姿
が
現
在

ま
で
そ
の
ま
ま
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。

先
進
諸
国
に
お
け
る
原
発
の
本
格
的
な
建
設
開
始
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
大
型
軽
水
炉
の
実
用
化
を
受
け
て
、
60
年
代
末

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
場
合
も
、
69
年
に

国
民
党
政
権
が
第
一
号
原
発
ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ
の
建
設
方

針
を
決
定
す
る
。
こ
の
方
針
を
70
年
４
月
に
成
立
し
た
ク
ラ
イ

ス
キ
ー
社
会
主
義
党
（
現
在
の
社
会
民
主
党
）
新
政
権
も
継
承

し
た
。

ク
ラ
イ
ス
キ
ー
首
相
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
資
産
家
の
息
子
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
若
く
し
て
社
会
主
義
の
青
年
運

動
に
入
り
、
厳
し
い
弾
圧
を
体
験
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
亡
命

し
た
反
ナ
チ
抵
抗
の
闘
士
で
あ
っ
た
。
69
年
に
首
相
と
な
っ
た

旧
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ト
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
パ
ル
メ
と
と
も

に
、
ま
さ
し
く
68
年
青
年
反
乱
に
続
く
70
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政

治
の
新
し
い
風
を
代
表
す
る
顔
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
ク
ラ

イ
ス
キ
ー
首
相
の
場
合
、
環
境
意
識
が
高
ま
る
中
で
も
、
大
量

失
業
か
ら
テ
ロ
政
治
へ
と
い
う
若
き
日
々
の
体
験
ゆ
え
に
、
な

お
経
済
成
長
と
完
全
雇
用
の
政
策
を
第
一
と
し
て
い
た
。
し
か

佛
教
大
学
教
授

　
　

若
尾　

典
子

　

一
度
も
稼
働
し
な
か
っ
た

　

一
度
も
稼
働
し
な
か
っ
た

　
　

原
発
ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ

　
　

原
発
ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ
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し
、
同
時
に
、
若
者
や
女
性
が
決
定
過
程
に
参
加
す
る
民
主
政

治
の
新
し
い
姿
を
真
剣
に
追
求
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
72

年
に
原
発
建
設
に
着
工
し
つ
つ
も
、
反
対
運
動
の
高
ま
り
に
対

し
て
真
剣
な
対
話
を
試
み
、
す
で
に
完
成
し
て
燃
料
も
搬
入
し

た
段
階
で
、
な
お
国
民
投
票
と
い
う
形
で
国
民
に
稼
働
の
判
断

を
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

原
発
の
建
設
計
画
と
平
行
し
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
各
地
で
70

年
代
に
入
り
反
原
発
の
住
民
運
動
が
形
成
さ
れ
る
。
も
と
も
と
、

60
年
代
冷
戦
対
決
に
反
対
す
る
反
核
運
動
に
よ
り
、「
ア
ト
ム
反

対
者A

tom
gegner

」
と
い
う
言
葉
が
普
及
し
て
い
た
が
、
こ
の

言
葉
が
そ
の
ま
ま
、
原
発
反
対
の
住
民
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
し

か
も
、
こ
の
運
動
は
国
境
を
越
え
て
い
た
。
原
子
炉
冷
却
の
た

め
大
規
模
河
川
の
河
岸
が
立
地
と
な
り
、
そ
う
し
た
大
規
模
河

川
は
た
い
て
い
国
境
や
地
域
の
境
界
線
を
な
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
71
年
ラ
イ
ン
川
上
流
域
の
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
原
発

計
画
に
対
す
る
両
国
の
周
辺
住
民
、
そ
し
て
ス
イ
ス
の
計
画
に

対
す
る
近
郊
オ
ー
ス
ト
リ
ア
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
、
国
境
を

越
え
て
「
ア
ト
ム
反
対
者
」
の
連
携
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

75
年
２
月
ラ
イ
ン
川
上
流
域
の
ブ
ド
ウ
作
地
帯
「
ヴ
ィ
ー
ル
の

森
」
の
事
件
に
よ
り
、
反
原
発
の
世
論
が
高
ま
っ
た
。
建
設
用

地
に
居
座
っ
た
住
民
を
警
察
が
強
行
排
除
し
、
こ
れ
が
全
国
放

送
さ
れ
て
、
住
民
に
大
き
な
同
情
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
向
の
中
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
各
地
で
反
原
発
の
市

民
組
織
が
作
ら
れ
、
学
習
を
進
め
つ
つ
ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ

に
向
け
て
「
星
の
行
進
」
が
取
り
組
ま
れ
る
。
78
年
初
め
に
は

地
理
学
者
も
地
震
地
帯
の
危
険
性
を
訴
え
て
行
動
に
加
わ
り
、

全
土
の
抗
議
デ
モ
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ク
ラ
イ
ス

キ
ー
首
相
は
６
月
国
民
投
票
を
決
定
し
、
11
月
の
投
票
日
ま
で
、

推
進
派
と
反
対
派
の
動
員
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
賛
否
は

政
党
や
個
別
の
家
族
を
も
縦
断
し
た
。
結
果
的
に
は
、
既
存
組

織
の
原
発
建
設
・
経
済
成
長
路
線
に
対
し
て
、
環
境
と
生
命
破

壊
の
危
険
を
意
識
し
た
個
別
市
民
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
意
識
が
、
わ

ず
か
に
競
り
勝
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

２
０
１
２
年
５
月
24
日
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
ト
ゥ
ル
ン
か
ら

ツ
ヴ
ェ
ン
テ
ン
ド
ル
フ
原
発
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

日
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
２
０
０
０
」
と
い
う
環
境
保
護
団
体
が
若
者

た
ち
の
音
楽
の
集
会
を
開
催
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
手
配
し
た

か
ら
で
あ
る
。バ
ス
の
中
は
、も
っ
ぱ
ら
屈
託
の
な
い
若
い
男
女
。

こ
の
集
会
を
出
発
点
に
若
者
た
ち
は
「
２
０
１
５
年
ま
で
に
欧

州
の
原
発
す
べ
て
の
停
止
を
」
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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生
涯
学
習
と
は
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
学
び
の
総

体
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
莫
大
な
量
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習

（
学
び
）
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
は
生
ま
れ
て
か
ら

家
庭
の
中
で
、
あ
る
い
は
家
庭
の
外
の
他
者
と
の
遊
び
の
中
で
、

善
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い

く
。
そ
の
後
、テ
レ
ビ
や
新
聞
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
に
ア
ク
セ
ス
し
て
さ
ら
に
雑
多
で
莫
大
な
情
報
を
摂
取
し
て
い

く
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
学
び
は
、
私
た
ち
成
人
に
お
い
て
日
々
な
さ
れ
て
い
る
。
す
で

に
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
成
人
に
と
っ
て
は
、
学
習
の
ほ
と
ん
ど

が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
び
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

生
涯
学
習
と
人
権
学
習
の
決
定
的
な
違
い
は
、
前
者
が
差
別

的
な
価
値
観
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
開
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
後
者
が
非
差
別
的
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
涯
学
習
に
よ
っ
て
た
だ
ち

に
非
差
別
的
な
視
点
が
獲
得
で
き
る
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で
、

ど
う
し
て
も
人
権
学
習
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
の
場
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
生
涯
に
お
い
て
、
人
権
学
習
が
本
格
化
す
る
の
は
小

学
校
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル

な
学
習
と
し
て
の
人
権
学
習
は
、
人
間
の
生
涯
学
習
の
中
で
ほ

ん
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学

び
は
日
常
生
活
に
お
い
て
な
さ
れ
る
た
め
、
そ
こ
に
は
差
別
的

な
内
容
で
あ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学

び
は
、
教
育
的
価
値
に
基
づ
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い

こ
と
も
あ
り
、
ひ
じ
ょ
う
に
ア
ナ
ー
キ
ー
な
全
方
位
的
な
価
値

に
開
か
れ
て
い
る
。
実
は
、
人
間
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
全

方
位
的
な
差
別
的
な
内
容
を
含
む
学
び
が
生
涯
学
習
の
基
盤
を

な
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
校
教

育
の
場
に
お
け
る
人
権
学
習
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

学
校
教
育
で
は
、
教
育
的
価
値
に
基
づ
く
内
容
が
教
師
か
ら

子
ど
も
た
ち
へ
教
授
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
た

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

関
西
大
学
教
授

　
　

赤
尾　

勝
己

　
「
生
涯
学
習
と
人
権
学
習
」

　
「
生
涯
学
習
と
人
権
学
習
」
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ち
が
日
常
生
活
の
中
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
無
自
覚
に
学
ん
で

い
る
こ
と
と
、
学
校
で
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
人
権
学
習
と
の
間
に

齟
齬
や
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
で
は
教
師
が
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
の
現
実
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
齟
齬
や
葛
藤

ま
で
と
ら
ま
え
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。

人
間
の
生
涯
学
習
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
び
と
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
と
の
間
の
齟
齬
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
公
民
館
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
や
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
等
で
実
践
さ
れ
て
き
た
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
の
役
割
も
期
待
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
出
席
が
任
意
で
あ
る
た
め
、
そ
の
効
果
は
全
体
的
に
見
れ

ば
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

学
習
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
び
と
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
の

間
に
あ
っ
て
、
両
者
を
橋
渡
し
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ノ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ル
な
三
種
の
学
習
が
、
互
い
に
緊
張
感
を
も

ち
な
が
ら
そ
の
内
容
を
検
証
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
と
り

の
人
間
の
中
で
な
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
人
権

教
育
の
要
諦
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
人
権
学
習
の
一
番
の
担
い
手
は
や
は
り
学
校
教
育

で
の
授
業
の
場
面
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
で
あ
る
。
だ

が
問
題
は
こ
の
先
に
あ
る
。
も
し
も
そ
う
し
た
人
権
教
育
に
熱

心
な
教
師
が
、
日
常
的
に
子
ど
も
た
ち
に
体
罰
を
行
使
し
て
い

た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な

人
権
教
育
の
陰
に
潜
ん
だ
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
「
隠
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
で
あ
る
。
教
師
が
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち

に
人
を
差
別
し
て
は
い
け
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
他
方
で
、
子

ど
も
た
ち
を
殴
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
は
お
ぞ
ま
し
い
限
り
で

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
教
師
か
ら
の
真
逆
の
言

動
に
直
面
し
て
、
動
き
の
取
れ
な
い
「
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
」
状

態
に
陥
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
人
格
形
成
に
ト

ラ
ウ
マ
を
残
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
経
験
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
教
育
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
び
と

フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
と
の
間
の
齟
齬
を
埋
め
て
葛
藤
を
解
決
に

導
く
と
同
時
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
体

罰
と
い
う
「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
も
格
闘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
阪
市
立
森
ノ
宮
高
校
で
の
痛
ま
し
い

体
罰
事
件
を
契
機
に
、
日
本
の
学
校
体
育
も
よ
う
や
く
体
罰
に

依
存
し
た
指
導
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
脱
暴
力
的
指
導
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
人
権
学
習
に
と
っ
て
よ
り
一
層
の

追
い
風
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
鞍
馬
口
駅
か
ら
ほ
ど

近
い
京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
の
三
階
の
一
室

に
「
京
都
部
落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
」
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
部
落
問
題
・
部
落
史
を
中
心
と
す

る
約
二
万
冊
の
蔵
書
や
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
逐
次
刊
行
物
、
そ
し
て
古
文
書
や
新
聞
記
事
な

ど
を
誰
で
も
閲
覧
・
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
資
料
セ
ン
タ
ー
の
前
身
と
な
っ
た
の
が
、

歴
史
家
の
師
岡
佑
行（
一
九
二
八

－
二
〇
〇
六
年
）

を
所
長
に
迎
え
て
、
一
九
七
七
年
一
二
月
に
設
立

さ
れ
た
京
都
部
落
史
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
）
で
あ
る
。
研
究

所
は
、
そ
の
発
足
当
初
よ
り
部
落
史
や
関
連
諸
分
野
の
図
書
・
研

究
論
文
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
下
の
被
差
別
部
落
や
資

料
収
集
機
関
に
お
い
て
丹
念
な
史
料
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
行
政

資
料
や
各
地
の
学
校
資
料
、
様
々
な
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
部
落
問

題
関
係
記
事
と
い
っ
た
近
現
代
資
料
の
ほ
か
、
個
人
や
地
域
、
寺

院
・
神
社
等
が
所
蔵
す
る
近
世
の
古
文
書
等
が
撮
影
・
収
集
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
詳
細
な
年
表
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
初
め
て
京
都
に
お
け
る
部
落
史
の
全
体
像
の
把
握
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
経
て
編
纂
さ
れ
た
『
京

都
の
部
落
史
』
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
足
か
け

一
二
年
を
か
け
て
全
一
〇
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
『
京
都
の
部
落
史
』
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

当
時
の
部
落
史
研
究
に
比
し
て
、
質
・
量
と
も
に
画
期
的
で
あ
っ

た
。
当
時
は
部
落
が
近
世
の
政
治
権
力
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た

と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
近
世
政
治
起
源
説
」
に
基
づ
い
た
歴
史
像

が
部
落
解
放
運
動
や
教
育
・
啓
発
の
場
に
お
い
て
も
通
説
化
し
て

い
た
が
、『
京
都
の
部
落
史
』
で
は
、
古
代
・
中
世
に
遡
っ
て
民

衆
の
生
活
や
心
性
の
な
か
か
ら
差
別
や
賤
視
が
生
み
出
さ
れ
て
き

た
歴
史
を
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
前
近
代
社
会
の
職
能
民
や
宗
教

者
・
芸
能
民
な
ど
、
多
様
な
被
差
別
民
衆
の
姿
を
生
き
生
き
と
描

き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
現
代
史
の
叙
述
に
お
い
て
も
、
全
国

水
平
社
・
水
平
運
動
を
絶
対
視
す
る
こ
と
な
く
、
半
官
半
民
で
取

り
組
ま
れ
た
部
落
改
善
運
動
や
融
和
運
動
の
動
向
に
つ
い
て
も
紙

幅
を
割
い
て
そ
の
役
割
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
新
た

な
視
点
が
加
え
ら
れ
た
。

『
京
都
の
部
落
史
』
は
、
部
落
を
政
治
権
力
に
よ
っ
て
一
方
的

に
抑
圧
・
迫
害
さ
れ
、
差
別
と
貧
困
を
強
制
さ
れ
る
存
在
と
し
て

人権の〝館〟

京都部落問題研究
資料センター
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一
面
的
に
描
い
て
き
た
従
来
の
歴
史
像
や
、
部
落
問
題
理
解
に
一

石
を
投
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
完
結
か
ら
二
〇
年
近
く
を
経

た
現
在
、
同
書
が
提
示
す
る
歴
史
像
は
部
落
史
研
究
に
お
け
る
ひ

と
つ
の
水
準
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
画
期
性
は
改
め
て

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
研
究
所
は
『
井
手
の
部
落
史
』
全
三
冊
（
井
手
町
、

一
九
八
七
〜
一
九
八
九
年
）や『
近
江
八
幡
の
部
落
史
』全
二
冊（
近

江
八
幡
市
部
落
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
二
〜
一
九
九
五
年
）、『
野

洲
の
部
落
史
』（
野
洲
町
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
編
纂
も
手
が
け
て
い

る
。
研
究
所
に
よ
る
数
々
の
史
料
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
は
、
各

地
で
部
落
の
史
料
が
散
逸
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
個
別
の
部
落
の
歴
史
に
も
光
を
当
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
の
部
落
で
自
ら
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
気
運

が
高
ま
っ
た
と
い
う
。

先
入
観
に
囚
わ
れ
ず
丹

念
な
史
料
調
査
に
よ
っ

て
部
落
の
歴
史
を
実
証

的
に
明
ら
か
に
し
、
そ

こ
か
ら
地
域
の
、
ひ
い

て
は
日
本
社
会
の
あ
り
よ
う
を
捉

え
返
そ
う
と
す
る
試
み
は
、『
京
都

の
部
落
史
』
の
編
纂
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
『
京
都
の
部
落
史
』
完
結

後
の
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
研
究
所

は
部
落
史
の
編
纂
に
際
し
て
収
集

さ
れ
た
史
料
や
図
書
類
を
市
民
が

自
由
に
閲
覧
・
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
、
京
都
部
落
問
題
研
究

資
料
セ
ン
タ
ー
に
改
組
し
た
。
現
在
は
部
落
史
連
続
講
座
の
開
催

や
『
京
都
部
落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
通
信
』
の
発
行
も
行
っ

て
お
り
、
部
落
問
題
・
部
落
史
の
図
書
館
・
情
報
発
信
地
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

京
都
市
北
区
小
山
下
総
町
五

－

一　

京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５－

４
１
５－

１
０
３
２

http://suishinkyoukai.jp/shiryo/index.htm
l

開
室
は
月
曜
〜
金
曜
日
と
第
二
・
第
四
土
曜
日
の
午
前
一
一
時
〜
午
後

五
時
（
木
曜
日
は
月
二
回
閉
室
）

（
研
究
第
二
部
客
員
研
究
員　

本
郷
浩
二
）

人権の〝館〟
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2013年度　人権大学講座
人権大学講座は、国連の「世界人権宣言」50周年を機に 1998年に開設をした

もので今年度で 16年目を迎えます。時の話題や社会の関心事などにも視点を向
け、多彩なテーマで人権問題を考えていただけるよう講座を編成しています。

月日曜 種　別 時　　間 講　　座　　名 講　　師

1
6月18日
（火）

開講式 13:30～13:40 研究センター所長　安藤　仁介

講義と
対談 13:40～16:45

国際人権から「国家と国民」の関係を考える
―アルジェリアの人質殺害を手がかりに―

安藤　仁介
坂元　茂樹
薬師寺公夫

2
7月 5日
（金）

講義 13:30～15:00 新島八重の兄・山本覚馬と明治の京都 仲尾　　宏
講義 15:15～16:45 女性はなぜ貧困になるのか？ 谷口真由美

3
7月19日
（金）

講義 13:30～15:00「教育の国際化」と人権教育 山ノ内裕子
講義 15:15～16:45 日本の帰化行政の実態 李　　洙任

4
7月31日
（水）

講義 13:30～15:00 犯罪被害者の人権（仮） 川本　哲郎

講義 15:15～16:45
先住民族と開発
―先住民族の伝統的知識を活用した環境管理を事例として― 友永　雄吾

5
8月30日
（金）

講義 13:30～15:00 人権意識調査からみる部落問題（仮） 伊藤　悦子
講義 15:15～16:45 改正入管法（仮） 村上　正直

6
9月13日
（金）

講義 13:30～15:00
新島八重と人権
―社会福祉と部落問題― 田中　和男

講義 15:15～16:45
子どものいじめ問題
―大津市中学校で発生した事件から―（仮） 桜井智恵子

7
9月20日
（金）

ワーク
ショップ 13:30～16:45

人やまちが元気になるファシリテーター入門講座
―人権の視点から―（仮） ちょんせいこ

8
10月 4日
（金）

講義 13:30～15:00 部落の地名とカミングアウトの権利（仮）廣岡　浄進

講義 15:15～16:45
朝鮮学校差別の前後左右
―高校無償化排除と補助金カット― 田中　　宏

9
10月頃を
予定

フィールド
ワーク 13:30～16:45 新島会館・同志社大学構内（仮） 仲尾　　宏

山本　崇記

10
10月16日
（水）

講義 13:30～15:00
お骨のゆくえ
―葬送のあり方を考える― 源　　淳子

講義 15:15～16:45
生涯学習と人権の観点
―ユネスコの動向を中心に― 赤尾　勝己

11
11月 1日
（金）

講義 13:30～15:00 貧困者の人権（仮） 湯浅　　誠

講義 15:15～16:45
世界人権宣言 65周年
―国連のジェンダー平等への取り組みと日本― 山下　泰子

12
11月 8日
（金）

講義 13:30～15:00 法然の女性観（仮） 平　　雅行
講義 15:15～16:45 東日本大震災と人権 上田　正昭
修了式 16:45～17:00 研究センター理事長　上田　正昭

※会場 :ハートピア京都（中．烏丸丸太町下ル）
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開催日程　 6月18日（火）～11月 8日（金）　全 12回
時　　間　午後 1時 30分～（※受付：午後 1時～）
会　　場　ハートピア京都（中京区烏丸丸太町下ル）
　　　　　※フィールドワークを除く
受 講 料　１回 2,000円（年間 20,000円）

京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車
⑤番出口（地下鉄連絡通路にて連結）
京都市バス、京都バス、JRバス
「烏丸丸太町」バス停下車

お問い合わせ　
（公財）世界人権問題研究センター
（TEL 075-231-2600 FAX 075-231-2750）
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京都の魅力再発見
　京都のまちには数多くの名所・旧跡があります。そこでは寺社や町衆の文化と
ともに、差別を受けながらも京都の歴史・文化の創造と発展に寄与した人びとの
生活史が息づいてきました。また、朝鮮半島や中国などから渡来した人びとも京
都の文化をかたちづくる上で大きな役割を果たしました。
　本講座では、そうした京都の〈人権ゆかりの地〉をとりあげ、そこでおりなさ
れてきた人間模様を通じて、京都における人権の歴史を多面的に学んでいきたい
と思います。

回 月日 講師 テーマ・内容

１ 5月11日
（土）

上杉　孝實
研究センター
第 5部長

京都大学名誉教授

社会教育の歴史と京都
― 学びの場の拡大を求めて ―

　教育権は学校教育だけのことではない。日本の社会教育
は、欧米の成人教育の影響も受けながら独自の発展を示し
てきた。その歴史の中で京都にはどのような動きが見られ
たかをとりあげる。

２ 6月22日
（土）

山下　明子
研究センター
客員研究員
同志社女子大学
非常勤講師

新島八重とキリスト教
― ジェンダーの視点から ―

　新島八重は明治の京都で初の洗礼を受け、キリスト教式
結婚式をあげた。再婚相手である夫の新島襄とは異なるタ
イプのクリスチャンだった八重の生き方を当時の日本の
ジェンダーに照らして考える。

３ 8月 3日
（土）

山路　興造
研究センター
第 2部長

京都市歴史資料館元館長

地蔵盆とお火焚き
― 地域共同体と子供たち ―

　夏の地蔵盆と冬のお火炊きは、京都の子供たちが地域の
人々に見守られながら、子供たちの自治組織で執行された
楽しい年中行事である。教育の大半が学校に委ねられて以
降もなお、地域の人々はこれらさまざまな地域行事と通じ
て、子供たちを育んできた。その歴史と実態を、絵画資料
などを使用して考えていきたい。

４ 9月 7日
（土）

中野　洋平
研究センター
研究員

国際日本文化研究
センター
機関研究員

京都における民間宗教者の活動と場
― 『人倫訓蒙図彙』を読む ―

　元禄３年に刊行された『人倫訓蒙図彙』は、当時の各社
会階層における身分と職分を絵入りで解説した、いわば職業
図鑑である。そのなかには、芸能や宗教行為を生業とする
民間宗教者も多く描かれている。そこから「大原巫女」な
ど京都と関係の深い者たちを取り上げ、彼らの活動や拠点
とした場所について考えてみたい。

会場が
変わりました【2013 年度】 講座・人権ゆかりの地をたずねて
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５ 9月28日
（土）

仲尾　　宏
研究センター
第 3部長

京都造形芸術大学
客員教授

建仁寺と朝鮮通信使

　京都五山のひとつ建仁寺は、中世から朝鮮通信使ともつ
ながりの深い寺院である。現在のいくつかの寺宝、什器が
残され中・近世の日朝関係の厚みを知ることが、両国のえ
にしの確認を通じてうかびあがる。

６ 11月 2日
（土）

西山　　剛
研究センター
研究員

京都文化博物館学芸員

輿を担ぐ人々
― 力者・駕輿丁・八瀬童子 ―

　前近代社会において、輿に乗って移動する行為は、単なる
移動方法ではなかった。どのような輿に乗り、どのような人々
によって担がれるか、これらの要素の組み合わせによって多
様に輿に乗る人物の権威が誇示され、一つのパフォーマンス
の意味が濃厚に存在していた。本講座では、この輿の移動と
密接不可分に結びついている輿を担ぐ人々に注目する。彼ら
はどのような輿を担ぎ、それによってどのような利益を得て
いたのか。多様な職能、身分が混在する前近代社会を「輿を
担ぐ」ということをキーワードに切り取ってみたい。

７ 12月 7日
（土）

田中　隆一
研究センター
専任研究員

京都の旧満洲（中国東北）ゆかりの地をたずねて

　近代日本は中国東北地方（満洲）と深いかかわりをもっ
ていた。京都から満洲への開拓団や、満洲からの中国人留
学生など、いくつかのテーマを取り上げ、京都と満洲との
歴史的なつながりについて考える。

８ 1月25日
（土）

上田　正昭
研究センター
理事長

京都大学名誉教授

高瀬川開削400年
― 角倉了以と素庵に学ぶ ―

　朱印船貿易で活躍した角倉了以とその子素庵は、物資流通
のために数多くの河川を開削した。京都では慶長 11年に保
津川、慶長 19年に高瀬川を開削して、京都の経済的発展に
大きく寄与した。「利を共にする」交易をめざした思想と行
動には学ぶところが多い。

　回　数　全８回
　曜　日　土曜日
　時　間　午後２時～３時３０分
　　　　　（受付は、午後１時３０分～）
　場　所　ハートピア京都
　　　　　（中京区烏丸丸太町下ル）
　定　員　５０人（第 8回のみ 100人）
　受講料　１,０００円（１回）
　＊ 賛助会員は無料
　＊ 予約不要、当日受付

　京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車
　⑤番出口（地下鉄連絡通路にて連結）
　京都市バス、京都バス、JRバス
　「烏丸丸太町」バス停下車

お問い合わせ　
（公財）世界人権問題研究センター
（TEL 075-231-2600 FAX 075-231-2750）

会場が変わりました
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川
嶋　

將
生
（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

利
彦
（
佛
教
大
学
歴
史
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

下
坂　
　

守
（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

大
樹
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　

中
野　

洋
平
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
機
関
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

西
山　
　

剛
（
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　

野
地　

秀
俊
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
非
常
勤
嘱
託
員
）

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

紀
夫
（
歴
史
研
究
者
）

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

尚
友
（
熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
栄
治
郎
（
天
理
大
学
非
常
勤
講
師
）
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○
研
究
第
三
部

　

研
究
部
長　
　

仲
尾　
　

宏
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
客
員
教
授
）

　

客
員
研
究
員　

水
野　

直
樹
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

　

専
任
研
究
員　

田
中　

隆
一

　

嘱
託
研
究
員　

安
里　

和
晃
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
特
定
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

小
川　

伸
彦
（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

倉
石　

一
郎
（
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

髙　
　

賛
侑
（
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
他
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

菅
澤　

庸
子
（
京
都
学
園
大
学
他
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

高
野　

昭
雄
（
千
葉
商
科
大
学
商
経
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

宏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

鄭　
　

栄
桓
（
明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

盧　
　

相
永

　
　
　
　
　
　
　

飛
田　

雄
一
（（
財
）神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　

福
本　
　

拓
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
法
学
部
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
井
幸
之
助
（
同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　

松
下　

佳
弘
（
京
都
大
学
聴
講
生
・
元
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

正
明
（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
学
術
調
査
員
）

　
　
　
　
　
　
　

師
岡　

康
子
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

梁　
　

永
厚
（
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
特
別
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

李　
　

洙
任
（
龍
谷
大
学
経
営
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ァ
ー
・
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
（
大
阪
産
業
大
学
人
間
環
境
学
部
教
授
）

○
研
究
第
四
部

　

研
究
部
長　
　

谷
口
真
由
美
（
大
阪
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
）

　

客
員
研
究
員　

山
下　

明
子
（
同
志
社
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

専
任
研
究
員　

福
嶋
由
里
子

　

嘱
託
研
究
員　

斧
出　

節
子
（
京
都
華
頂
大
学
現
代
家
政
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

軽
部　

恵
子
（
桃
山
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

島
岡　

ま
な
（
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

絵
美
（
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
特
任
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

恭
子
（
大
阪
工
業
大
学
知
的
財
産
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

浜　
　

矩
子
（
同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

ま
み
（
京
都
華
頂
大
学
現
代
家
政
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
サ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

源　
　

淳
子
（
関
西
大
学
他
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

山
下　

泰
子
（
文
京
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

容
子
（
弁
護
士
・
立
命
館
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

米
田　

眞
澄
（
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
総
合
文
化
学
科
教
授
）

○
研
究
第
五
部

　

研
究
部
長　
　

上
杉　

孝
實
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

客
員
研
究
員　

平
沢　

安
政
（
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
）

　

専
任
研
究
員　

松
波
め
ぐ
み

　

嘱
託
研
究
員　

赤
尾　

勝
己
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

阿
久
澤
麻
理
子
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
創
造
都
市
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

悦
子
（
京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
槻　

知
也
（
京
都
女
子
大
学
発
達
教
育
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

熊
本　

理
抄
（
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

住
友　
　

剛
（
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

外
川　

正
明
（
公
立
大
学
法
人
鳥
取
環
境
大
学
環
境
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

友
永　

雄
吾
（
佛
教
大
学
他
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

野
崎　

志
帆
（
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

孝
章
（
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

古
久
保
さ
く
ら
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
創
造
都
市
研
究
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

村
上
登
司
文
（
京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

山
ノ
内
裕
子
（
関
西
大
学
文
学
部
准
教
授
）
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〈
海
外
の
人
権
紀
行
〉

　

カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー

カ
ナ
ダ
は
、
移
民
の
多
い
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
訪
れ
た

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
の
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
（
以
下
、

Ｂ
Ｃ
州
と
す
る
。）
は
、
実
に
４
人
に
１
人
が
移
民
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
Ｂ
Ｃ
州
は
、
日
本
と
１
３
０
年
以
上
の
つ
な
が
り
が
あ
る
土
地

で
も
あ
る
。
日
本
と
の
歴
史
は
、
１
８
７
７
年
、
長
崎
県
の
漁
師
が
Ｂ

Ｃ
州
に
渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
日
系
移
民
の
軌
跡
を
辿
ろ
う
と
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
か
ら
電
車
で
東
に
２
０
分
ほ
ど
行
っ
た
バ
ー
ナ
ビ
ー

市
に
あ
る
、「
日
系
文
化
セ
ン
タ
ー
・
博
物
館
」
を
訪
れ
た
。

建
物
に
入
る
と
、
入
り
口
横
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
漁
師

－

Ｂ
Ｃ
州
沿

岸
の
日
系
漁
師
達
」
と
い
う
特
別
展
が
開
か
れ
て
い
た
。
こ
の
展
示
会

で
は
、
日
系
一
世
た
ち
が
Ｂ
Ｃ
州
沿
岸
で
行
っ
て
い
た
鮭
漁
等
の
様
子

と
と
も
に
、
２
つ
の
世
界
大
戦
の
中
で
、
激
し
い
人
種
差
別
に
直
面
し

た
日
系
移
民
の
苦
悩
が
描
か
れ
て
い
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
出
て
２
階
へ
行
く
と
、
壁
面
を
使
っ
て
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ 

１
８
７
７
年
か
ら
の
日
系
カ
ナ
ダ
人
」
と
い
う
、
日
系
移
民
の
歴
史
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。
順
路
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く

と
、
本
間
留
吉
と
い
う
人
物
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
に
目
が
と
ま
っ
た
。

本
間
は
、
１
８
８
３
年
、
１
８
歳
の
時
に
千
葉
県
か
ら
日
本
人
漁
師

が
多
く
住
ん
で
い
た
Ｂ
Ｃ
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス
ト
ン
に

移
り
住
み
、
働
き
な
が
ら
英
語
の
勉
強
を
始
め
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス
ト

ン
で
暮
す
な
か
で
、
日
本
人
漁
師
た
ち
の
報
酬
が
著
し
く
低
い
こ
と
に

気
づ
い
た
本
間
は
、
２
２
歳
の
時
に
日
本
人
漁
師
協
会
を
立
ち
上
げ
、

漁
師
た
ち
と
と
も
に
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
た
。

そ
の
後
も
本
間
は
、
小
学
校
の
設
立
、
日
本
語
新
聞
の
創
刊
、
出
稼
ぎ

労
働
者
の
た
め
の
職
業
斡
旋
所
や
宿
泊
所
の
経
営
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
日
系
移
民
を
支
援
し
た
。

ま
た
本
間
は
、
生
涯
を
か
け
て
日
系
移
民
の
選
挙
権
獲
得
運
動
に
力

を
注
い
だ
人
物
で
も
あ
る
。
１
９
０
０
年
１
０
月
、
彼
は
投
票
所
に
赴

き
自
分
の
名
前
を
選
挙
人
名
簿
に
加
え
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
彼

の
要
求
は
、
Ｂ
Ｃ
州
選
挙
法
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
跳
ね
返
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
本
間
を
選
挙
権
獲
得
運
動
へ
と
駆
り
立
て
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

最
終
的
に
Ｂ
Ｃ
州
に
お
い
て
日
系
移
民
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
の

は
、
終
戦
後
の
１
９
４
９
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
間
は
こ
の
知
ら

せ
を
聞
く
こ
と
な
く
、
１
９
４
５
年
、
８
０
歳
の
時
に
強
制
収
容
所
に

お
い
て
息
を
引
き
取
っ
て
い
る
。

強
制
収
容
所
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
系
移
民
の
強

制
収
容
の
歴
史
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
昨
年
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
通
し
て
知
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
９
４
１
年
、
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
後
、
す
べ
て
の
日
系
移

民
は
敵
性
外
国
人
と
み
な
さ
れ
、
２
万
人
を
越
え
る
人
々
が
Ｂ
Ｃ
州
内

陸
部
の
収
容
所
や
他
州
の
道
路
建
設
現
場
、
砂
糖
大
根
栽
培
地
等
に
送

ら
れ
た
。

収
容
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
の
な
か
に
は
、
現
在
博
物
館

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
今
回
の
滞
在
期
間
中
に
訪
れ
た

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
は
、
こ
の
博
物
館
に
週
末
に
行

く
と
い
う
日
系
移
民
の
祖
母
を
持
つ
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
出
会
っ

た
。
そ
の
博
物
館
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
遠
い
が
、
親
戚
を
誘
い
合
っ

て
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
旅
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
。

こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
含
め
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
団
体

に
は
、日
本
人
女
性
か
ら
の
相
談
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
滞
在
期
間
中
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
い
て
日
本
人
を
含
む
ア
ジ
ア
人
女
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害

者
支
援
を
３
０
年
以
上
行
っ
て
い
る
、
日
系
二
世
の
女
性
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
た
。

今
回
の
旅
で
は
、
時
代
は
違
え
ど
も
、
苦
境
の
中
に
い
る
人
々
に
寄

り
添
い
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
闘
う
日
本
人
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

（
研
究
第
四
部
専
任
研
究
員　

福
嶋　

由
里
子
）



▼

  

特
別
展
「
漁
師
‐
Ｂ
Ｃ
州
沿

岸
の
日
系
漁
師
達
」
の
様
子

①

▲
  

同
上
②
、
サ
ー
モ
ン
釣
り
エ

リ
ア
と
缶
詰
工
場
の
分
布
図

▲  

パ
ネ
ル
展
示
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
１
８
７
７
年
か
ら
の
日
系

カ
ナ
ダ
人
」
①

▲
  

パ
ネ
ル
展
示
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
１
８
７
７
年
か
ら
の
日
系

カ
ナ
ダ
人
」
②

▲  日系移民が多く住んでいたパウ
エル街の入り口にある蒸気時計

▲  日系文化センター・博物館の
エントランス
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　　　　　・  『研究紀要』 『人権問題研究叢書』の無償送付。
　　　　　・  「講座・人権ゆかりの地をたずねて」の無料受講。
　　　　　・  人権図書室所蔵の図書貸出サービス。
　　　　　・  当センター主催の講演会等への優先案内。
◎お問い合せ、お申込みは下記へ。

公益財団法人  世界人権問題研究センター
〒604-8221　 京都市中京区錦小路通室町西入天神山町290番地１
TEL 075-231-2600　FAX 075-231-2750
[URL]  http://www.mmjp.or.jp/jinken/[E-MAIL] jinken@kyoto.email.ne.jp

 定価　1,500円（税別） カバーデザイン：京都市立芸術大学　江尻紗耶未氏

※ 2013 年 3 月刊行

人権問題研究叢書　第8号刊行
2011年度 講演録

講座・人権ゆかりの地をたずねて
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